
宇都宮市立豊郷中学校 第２学年【国語】分類・区分別正答率

★本年度の県，市と本校の状況
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分類・区分 本年度の状況 今後の指導の重点

話すこと・
聞くこと

○県や市の正答率を４～５ポイント上回る結果で
あった。昨年と比較すると、１５ポイント近く向上して
いる。特に「分かりやすく伝えるために話の構成を
考える」では、県や市の正答率を７ポイントほど上
回った。
●「資料の効果的な活用方法について考える」で
は、上位層と下位層の差が７０％近くあり、大きく差
が表れた。

・資料を用いて説明する機会を設ける。
・相手の話を踏まえたうえで、自分の考えを形成し、まと
めるという指導・活動を授業の中に取り入れる。
・グループにおける話し合い活動を必要に応じて授業に
取り入れ、話したり聞いたりする機会を増やす。

伝統的な言語文化
と国語の特質
に関する事項

○漢字の読みの問題では、３問中２問が正答率９
５％を超えていて、歴史的仮名遣いや漢字の成り
立ちについては、無答率が０％であった。
●４つの領域の中で唯一県や市の正答率を下回っ
ていた。特に漢字の書きでは、無答率が２５％を超
える問題もあった。

・既習した漢字の読み書きを授業の中で適宜確認する。
また、新出漢字も漢字テストを行なったり、書き順・部首
を確認したりするなどして、丁寧に指導していく。
・古典教材の学習においては、音読を重視し、歴史的仮
名遣いをきちんと習得させる指導を行う。
・読みが分からなくても、漢字のつくりの音の部分や今ま
での学習をヒントに、読み方を考えて書く姿勢を育てる。

書くこと

○県や市の正答率を５～６ポイント上回る結果で
あった。「話し合いの内容を参考に、提案することを
まとめて書く」では、県や市の正答率を１０ポイント
以上上回っていた。
●上記と同じ問題に関して、県や市に比べ上回っ
ていたものの、正答率は５０％で、上位層と下位層
の差が９０％近くあり、大きな差が見られた。

・記述式の問題にあきらめずに取り組む姿勢を身につけ
させる。
・自分の考えや思いを、授業はもちろん日常生活におい
ても文章で書き表すことを指導していく。また、教科の垣
根を越え、他教科や道徳、総合の時間でも、自分の考え
を文章で表現する学習活動を積極的に取り入れる。

読むこと

○県や市の正答率を１～２ポイントとわずかに上回
る結果であった。「文章を読んで筆者の主張を捉え
る」や「特徴的な表現を踏まえて物語を読む」では、
６～７ポイント上回っていた。
●「物語の展開や表現について自分の考えをもつ」
や「登場人物についての描写を捉えて読む」では、
県や市の正答率は上回っていたものの、上位層と
下位層の差が６０～７０％近くあり、大きな差が見ら
れた。

・接続語や表現など、読解における技術的な内容も指導
していく。
・文章を基に、登場人物の心情や人物像、筆者の考えを
読み取ることを不得意としている生徒が多いため、授業
等を通して重点的に指導していく。
・表現や文章の特徴についても、授業の中で着目させな
がら、読みの指導を行う。
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